
※グリップの穴の大き
い方を上にする。

グリップ

つば付きネジ

巻き上げハンドル

土台（裏面）

ギアＡ
（上下に注意） 翼支え（短）

翼支えは、それぞ
れを図のように開
いておく。

翼支え（中）

翼支え（長）

リンクギア

逆転止め
（出っ張りに
合わせる）

トリガーB

発射塔
（レバーが後ろ
側になるよう、
向きに注意）

ネジ（大）

土台

バネAを引っかけた
突起にバネＢを下
から引っかけ、右下
の突起にレバーの
穴を軽くはめる。

らせん翼Aの長い辺
に細長い両面シール
をはり、らせん翼Bの
短い辺を合わせる。

レバーを矢印の方向へ動かし、図のような位置で奥まで押し込む。

トリガーA

裏

表

つば付きネジ

ギアカバー

ネジ（小）

巻き上げ
ハンドル

ネジ（小）

土台

ギアＢの軸が
この穴から出る。

ギアＡの軸が
この穴から出る。

土台

発射塔Ｂ

発射塔Ａ

ギアカバー

トリガーＡ トリガーＢ

◆ブレードＡ・Ｂ、輪
ゴムは、予備として
多く入っています。

入っているもの

用意するもの

注意 ふろくを組み立てる前に必ずお読みください。

●とがった部品の取り扱いには十分注意してください。けがをするおそれ
があります。
●ネジなど、小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意して
ください。窒息などの危険があります。
●道路では使用しないでください。交通事故のおそれがあります。
●ヘリコプターを人めがけて飛ばさないようにしてください。けがをする
おそれがあります。

★使い方と注意をよく読んでから実験してください。
★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使
用中に破損・変形してしまった部品は使用しないでください。
★小さなお子さんの手の届かない場所にしまってください。

●このふろくに使われているプラスチックの材質
土台（グレー）・発射塔・ギアカバー・巻き上げハンドル（茶）：HIPS
トリガー・フック・レバー・逆転止め・グリップ・ギア（赤茶）：POM
ハブ・翼支え（クリーム）：PC ストロー（赤茶）：PP
ヘリ土台（茶）・ブレード（クリーム）：PET

●このふろくに使われている金属の材質
バネ・ゴムかけ棒・フック金具：ステンレス　ネジ・ギアシャフト：鉄
※不要になったときは、各自治体の決まりに従って処分してください。

ストロー（長）を、らせん翼をつけ
たストロー（中）に通す。さらにゴ
ムかけ棒をストロー（長）に通す。

図のように、フック（上）に
輪ゴムを3本引っかける。

フック（上）にかけた輪ゴムを、ス
トロー（長）に通したゴムかけ棒
にも引っかける。

翼支え（長）、翼支え（中）、翼支え（短）
それぞれに細長い両面シールをはる。
はみ出す分は、はさみでカットする。

らせん翼の中心の穴に、軸のストロー
（中）を通し、らせん翼と翼支えが図のよ
うになるよう、軸を回す。

らせん翼を、翼支えにはり付
ける。①まず翼支え（短）の両
面シールのはくり紙をはがし、
らせん翼の上端の辺をはる。
②次に翼支え（長）とらせん翼
の下端の辺をはる。③最後に
残った翼支え（中）は、位置を
左右に動かしながら、レオナル
ドの絵に似て見えるところを
さがして、その部分にはる。

巻き上げハンドルの
凸部に、グリップを
差し込み、つば付き
ネジで止める。

ハンドルを時計回りに20～30回く
らい回す。ハンドルと同期してギア
Bの軸が回っていることを確認する。
最初のうちは固いが、次第にゆるく
なってくるので問題ない。それでも
固すぎるようなら、裏のギアカバー
のネジを少しゆるめる。

ギアカバーの4つの
穴にネジ（小）を差し
込み、止める。

絵／太田雅俊

ふろくに使われているネジはタッピン
グというもので、プラスチックにみぞを
刻みながら入っていくタイプ。ネジ止め
に使うドライバーは、JIS規格のNo.1のド
ライバーが最適。ネジを止めるときは、ド
ライバーをネジにしっかり垂直に押し付け
ながら回す。基本は押す力が7、回す力が
3といわれる。ネジ止めがあまいと、すき
間が空いたり、バランスが悪くなるので気
をつけよう。

巻き上げハンドル

ギアＡ ギアＢ

リンクギア

レバー

逆転止め バネＡ バネＢ

翼支え（長）

翼支え（中）

翼支え（短）

ハブ（穴小）
ハブ（穴大）

ゴムかけ棒

ブレードB
（×8）

ブレードA
（×8）

輪ゴム フック（上）（×2）

ネジ（大）
（×4）

つば付き
ネジ（×3）

両面シール
透明シール

キャビン柱
（×2）

らせん翼Ａ

らせん翼Ａ らせん翼

らせん翼

ストロー（中）

らせん翼Ｂらせん翼Ｂ

ネジ（小）
（×5）

Оリング（×2）

ヘリ土台（×2）

ストロー（長）（×2）

ストロー（中）

ストロー（短）

巻き上げハンドルを組み立てる

レバー

バネＢ

ヘリ土台

Оリング
（ストローにしっ
かりとはめる）

キャビン柱

ゴムかけ棒はスト
ロー（長）のヘリ
土台側から通す。

ストロー（中）は、
図のように翼の接
着部が下側。

ストロー（長）

ストロー（長）

ストロー（中）

ゴムかけ棒

ゴムかけ棒

輪ゴム3本

フック（上）
プラスドライバー（No.1）
はさみ

土台を裏返し、図の
ように逆転止め、ギア
Ａ、ギアＢを差し込
む。ギアＡ、ギアＢに
のせるように、リンク
ギアをセットする。

土台のギアを準備する

ギアがはずれないよ
うに、ギアカバーを
かぶせる。

ギアカバーをかぶせる

土台を表にして、巻
き上げハンドルを差
し込み、ネジ（小）で
軽く止める。

土台に巻き上げハンドルを取り付ける

発射塔を完成させる

バネＢを図のようにレバーに引っかけ、下図のように動かして取り付ける。

トリガーを完成させる

トリガーを発射塔に取り付ける

トリガーＡとトリガー
Ｂを図のように重ね
て、両面からつば付
きネジで軽く止める。
表裏でネジの位置を
間違えないように注
意する。

トリガーを作る

発射塔を土台に差し込み、
土台の裏側からネジ（大）で
取り付け、発射台の完成。

発射塔と土台を組み立てる

翼支えは一方向からしか入らな
い。翼支え（長）、（中）、（短）を図
のようにストロー（中）に通す。

翼支えを取り付ける

ストロー（長）に、キャビン柱、Оリング、
ヘリ土台を下図の順に通す。

ストローにゴムを通す

らせん翼Ａとらせん翼Ｂを図の
ように両面シールでくっつける。

ヘリコプターのらせん翼を作る

No.1の
ドライバー
原寸図

①

②

③

グリップ

①図の発射塔の突起にバネAを引っかけながら、
②図のようにトリガーの穴を上にある突起にはめる。

トリガーにバネＡを図のように引っかけ、発射塔Ａにセットする。

②

③

トリガーを回しながら③図のよう
な位置にきたら奥に押し込む。

発射塔Ｂ

ネジ（大）発射塔Ｂを発射
塔Ａにかぶせ、ネ
ジ（大）で2か所を
止める。

※このとき、トリガー
やレバーがはずれな
いよう注意する。

発射塔A

発射塔Ａ

① 発射塔Ａ

※ふろくのパッケージの裏側にも部品があります。

フック（下）（×2）

※ネジどめの後、グリップがくる
くる回ることを確認する。回ら
ないようなら、ネジをゆるめる。

ギアＢ
（上下に注意）

ネジを軸にトリガー
Bは上下に動く。

↓この部分のシールを使う。

※翼支えは、１つずつ
下まで動かし、右図の
ようにくっつける。

翼支え（短）

翼支え（中）

翼支え（長）

穴の形を合
わせる。

発射台の完成

ギアBの軸

ストロー（中）



ゴムかけ棒を引っぱり、ストロー（長）から
輪ゴムを引っぱり出し、輪ゴムの間に指を
入れ、ゴムかけ棒を外す。フック（下）の金
具を輪ゴムにかけたら指を外す。

ゴムかけ棒を引っぱ
り、ストロー（長）から
輪ゴムを引っぱり出
し、輪ゴムの輪の中
に指を差し込む。

キャビン柱を折り線で折り、ヘリ
土台の3つの穴にそれぞれ差し込
む。ヘリ土台の裏に出たキャビン
柱を折り、適当な大きさに切った
透明シールをそれぞれにはる。

ヘリコプターの動力となる、輪ゴムの本数を変える
と、飛び方や飛行時間が変わる。本数を2本にすれ
ば、ゴムを巻く回数を増やせて、ゆっくり長く飛ぶ
（巻く目安は80～100回）。また、4本にすると、羽
の回転する力が上がるので、速く高く上がるが、飛
行時間は短くなる（巻く目安は20～30回）。

輪ゴムが伸びたり、切れたりしたときは、新しいものと
とりかえよう。ふろくには、あらかじめ多めにゴムを入
れてあるが、なくなったら市販の輪ゴム（16号）で代
用できる。ただ、ゴムによって弾力や太さが違うため、
本数や大きさをかえて、良く飛ぶ条件を探し出そう。
伸びのよいゴムであれば、二重にして使っても良い。

ヘリ土台の穴に差
し込んだキャビン
柱の先端は、適当
な大きさに切った
透明シールでそれ
ぞれをとめる。

指を輪ゴムに差し込
んでいる間に、フッ
ク（下）の金具を輪ゴ
ムに引っかける。ゴ
ムかけ棒を外し、フ
ック下をストロー（長）
にはめ込む。

ゴムかけ棒

フック（下）

輪ゴム

輪ゴムに指を引
っかけておく。

ゴムかけ棒
は引っぱっ
ておく。

透明シールは1枚を
2～3等分の大きさ
にしてはる。

ハブ（穴小）

透明シール
図のようにななめに
巻き付けると、ハブ
を通しやすい。

ハブ（穴小）

ハブ（穴大）

ハブ（穴大）

ハブ（穴大）をスト
ローに差し込ん
だとき、ゆるいよ
うなら左図のよう
に透明シールを
ストローにはって
からハブを通す。

発射台のギアBの軸に、ヘリコプターのフック
（下）の穴を合わせて、セットする。

巻き上げハンドルを時計回り方向に回し、ゴムを巻
く。巻く回数は40回前後が適当。１回巻くごとにカ
チカチと音が鳴るので、その音で数える。

ヘリコプターの中の輪ゴムがフックから外れて
いると、ストローの中でからんでしまう。その
ため、抵抗ができて回転数が落ち、飛ぶ力が落
ちる。輪ゴムをセットしなおそう。

回転の際、羽がゆるいとスリップ
を起こし、力が弱まるために回転
しなくなる。羽が動くようであれ
ば、透明シールで補強して、羽を
きつくしよう。

ふろくのブレードとハブ（上下で1セット）、両面シールは追加注文を受
け付けます。過ってブレードを折ってしまったり、自分流の改造を施し
たりする場合にご利用ください。お申し込みは、と郵便番号・住所・氏
名・電話番号を書いた紙と1セットあたり500円分の切手を同封の上、
下記宛にお送りください。
【宛先】〒145-8502 学研　大人の科学マガジン12追加注文係
【〆切り】2006年12月20日
（〆切り前でもなくなり次第終了となります。お早めにお申し込みください）

トリガーを下げ、ヘリコプター頂点の凹みには
め、押さえる。トリガーの高さが合っていれば
レバーがパチンと上に上がる。

ブレードＡはハブ（穴大）に、ブ
レードＢはハブ（穴小）に8枚ず
つ、図のようにはる。ハブの上
下の向きに注意すること。

ゴムかけ棒をスト
ロー（長）に通し、
フック（上）に引っ
かけた輪ゴムを、
ゴムかけ棒の先に
引っかける。

使う輪ゴムの本数を変える ブレード・ハブの追加注文
ストロー（長）

ヘリ土台

Оリング

キャビン柱

ゴムかけ棒はストロー（長）
のヘリ土台側から通す。

図のように、フッ
ク（上）に輪ゴムを
3本引っかける。

レオナルド・ダ・ヴィンチのヘリコプターでも
同様の操作を行ってみる。しかし、効率よく揚
力を生み出せないため、発射台の上で回転する
だけである。ヘリコプターが発射台の上で倒れ
てしまう場合は、トリガーがはずれる衝撃でゆ
れている可能性がある。発射台を手でしっかり
おさえたまま、レバーを下げよう。

ゴムかけ棒

輪ゴム
3本

フック（上）

ストロー（短）

ストロー（短）

ストロー（長）

ブレードＡ
両面シール

トリガー
を下げる。

レバー

ブレードＢ

ブレードＢ

キャビン柱

輪ゴムは実験を繰り返すと伸びてしまう

ゴムかけ棒を下に引っぱりながら、フ
ック（上）をストロー（長）と（中）には
める。ゴムかけ棒を引っぱっていな
いと、フック（上）にかけた輪ゴムが
ストローの中ではずれることがある。

動力部を組み上げる

ブレードＡ・Ｂを
8枚ずつ用意す
る。それぞれに
台形の両面シー
ルを図のように
はり、はくり紙を
はがしておく。

ハブにブレードを取り付ける 動力部を組み上げる

発射台にセットする 巻き上げハンドルでゴムを巻く
ゴムの外れ、からみを疑う

羽のスリップを疑う

ストローのスリップを疑う

片手で発射台をしっかり押さえながら、もう一方の
手でレバーを押し下げると、トリガーがはずれて、
ヘリコプターがまっすぐ上に2～4m飛び立つ。

ヘリコプターを飛ばすトリガーで押さえる

仕上げ～完成

ハブ（穴大）をストロー
（短）に、ハブ（穴小）を
ストロー（長）に通し、
図の位置まで動かす。

ハブをストローに取り付ける

ストロー（長）に、キャビ
ン柱、Оリング、ヘリ土
台を図の順に通す。

ヘリコプターの支柱を作る

キャビン柱を折り
線で折り、先端を
ヘリ土台の3つの
穴にそれぞれ差し
込む。

仕上げ～完成
フック（下）

輪ゴム

ストロー（短）を、
ストロー（長）にかぶせる。

ス
ト
ロ
ー（
長
）

フック（上）

キャビン柱

輪ゴムに指を引
っかけておく。

レバーがカ
チンと上が
って固定さ
れる。

ス
ト
ロ
ー（
中
）

ス
ト
ロ
ー（
長
）

フック（上）

ス
ト
ロ
ー（
短
）

Oリングをヘリ土台中央の
みぞにはめる。

飛ぶ改造ヘリコプター
完成

Oリングをヘリ土
台中心のみぞに
はめる。

ストローとフック（下）がスリップして
いる可能性もある。フック（下）の周
囲に透明シールをはって、きつく
するとよい。

ヘリコプターを飛ばす時は、周囲に人がいないか、また障害物がないか確認してから飛ばす事。また、
乱暴にあつかうとブレードやハブが折れたり曲がったりすることもあります。ご注意ください。

ブレードＡ

透明シールは1枚を
2～3等分してはる。

レオナルド・ダ・ヴィンチの
ヘリコプター完成。

トリガーとヘリコプターの頂点に間隔がで
きて押さえられなかったり、レバーが上が
らなかったりする場合は、トリガーの左右
のつば付きネジをゆるめ、トリガーを調整
して、押さえられるようにする。

トリガーの高さを調節する

フック（下）をストロ
ー（長）にはめ込む。

両方のネジをゆるめた状態で、ヘ
リコプターをセットする。トリガ
ーでヘリコプターを押さえながら、
右図のネジをしっかりしめる。

トリガーを指で持ちながらレバー
をおろし、右図のようにしたら、
下側のネジをしっかりしめる。ト
リガーがずれないように注意する。

フック（下）

このように
なっている
か確認。

このように
なっている
か確認。

ヘリ土台

レバー

ネジ

ネジ

※シールはブレードA、B
とも凹んでいる方にはる。

ゴムが切れやすい場合は…

ゴムのまわりに食用油などをぬっ
て、まさつを少なくすると、ゴム
が切れにくくなる。


